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１ 開会 
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４ 協議事項 
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１ 前回会議の振り返り（第１回会議の概要） 

 

(1) 地域と学校の連携（柏市内の小学校の取り組み） 

 生涯学習課で，柏市の小学校で地域と学校の連携を推進している

３校の取組状況を「地域と学校の連携活動事例」として紹介。 

  

(2) 答申の骨子(案)について 

 答申の骨子(案)について，協議。 

 

(3) グループワーク 

 柏らしい「地域と学校の連携・協働活動」のあり方について，３

グループで協議。 

 

 協議事項① 

「地域が学校にしてもらいたいこと，また，地域が何をできるか」 

 

グループワークで出た意見 

  地域が学校にしてもらいたいこと 

・学校は教育機関であるため，サービスしてもらうところではない。学校の 

 目標に向けて推進してほしい。また，地域が学校を支援していきたい。 

・学校に事務局を置いてほしい。校長が代わる度に地域と縁が切れたりす  

 る。事務局の窓口として，いつも同じ人がいて校長先生とつなげる人がい 

 ない。 

・校長が変わると方針が変わる。校長が変わっても方針が継承され活動が継 

 続している学校もある。それは地域と学校が上手くいっているから。全て 

 の地域には当てはめられない。 

・学校支援コーディネーターは，学校にも地域にも認知されていない。 

・子どもと地域の人が関われる場（会場）を提供してほしい。 

・地域のイベントに学校の先生に来てほしい。地域から学校の先生にはアク 

 セスしにくい。 
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  地域が学校にできること 

・ふるさとに戻りたいと思うような地域にしていきたい。 

・学校だけが一方的に支援してもらうのではなく，学校が地域にどう貢献し 

 て，地域は地域でどう学校を支援していくか。お互いが良い関係にならな 

 いと負担感だけになってしまう。 

・人材をどう確保していくかよりも，人材を発掘していくことの方が大事。 

・外国の方（日本語が通じない，マナーがわからない親子など）の教育，躾 

 や子どもの対応サポート 

・地域によって現状がちがう。地域差がある。 

・中学の部活のサポートを地域の方ができたら先生の負担が減るのでは。小 

 学校での部活動があるところも指導やサポートができる。 

・地域活動に参加させてほしい 

 

 協議事項② 

「学校側・地域側で誰が誰にどのように話しをしていくと，スムー 

 ズに協議ができるか」  

 

グループワークで出た意見 

・ふる協と学区が地域によってはリンクしていない。またいでいる地域がい 

 っぱいある。ふる協をネットワークにしても，ちがうふる協とは上手くい 

 かなくなる。地域によってちがう。 

・学校は学校支援コーディネーターに話す。 

・外国人の住んでいるところはコミュニティに地域差がある。 

・地盤がある人，顔が利く人，リーダーシップのある人。 

・校長先生は２．３年で変わってしまうから学校側にも固定したコーディネ 

 ーターの方が必要。学校側の窓口は教頭先生。 

・子育てと介護を担う人を孤立させないように目をかけ，声をかけて地盤を 

 つくっていくと基礎になる。 

・普段仕事をしていると土日しか家にいない。地域活動にはなかなか入りず 

 らい。まわりの人が入りやすいように声をかけたりし，チャンスを作りネ 

 ットワークをつくっていく。 
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２ 協議事項 

 

(1) 地域と学校の連携（柏市内の小学校の取り組み） 

 前回，「地域と学校の連携活動事例」で柏市の小学校で地域と学

校の連携を推進している学校の取組状況を紹介しました。 

 その後，生涯学習課で活動事例の学校で実際に活動に関わってい

る地域の方等に聞き取りを行いました。 

 別紙資料「地域と学校の連携 活動事例 追加版」のとおり 

 

(2) グループワーク 

 柏市らしい地域と学校の連携・協働を実際に，どう各学校・地域

に広げていくか。実現性のある活動につなげていくため「地域と学

校の連携にむけた推進」について，今回の会議では，以下の事項に

ついて，協議していただきます。 

 

  協議事項 

 「地域学校協働活動を導入しないとどうなるか。 

   地域はどうなっていくのか。学校はどうなっていくのか。」 

   

  

(3) 答申(案)について 

 前回までの社会教育委員会議の議論を踏まえ，答申(案)をまとめ

ました。 

 つきましては，今回の協議を含め，皆様から答申（案）について

ご意見やご提案をいただけますよう，お願い申し上げます。 
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３ 資料① 地域が抱える課題の状況 

 人口減少   

柏市の人口推移（総人口）  

・柏市の総人口は，2025年の433,481人をピークに減少。  

・減少規模の最初のピークは2035年→2040年。2055年には４０万人を割り込む。

 

           『総人口と期間別人口増減数』柏市の将来人口推計（2018年4月） 

 

柏市の人口推移（年齢３区分別人口）  

・年少人口（１４歳以下）は減少を続けると見込まれる。   

・生産年齢人口（１５歳～６４歳）は減少後、いったん増加するが、その後再び減  

 少する見込みである。  

・老年人口（６５歳以上）は団塊の世代の影響により２０１５年にかけて大きく増  

 加したが、その後１５年間程度は緩やかに高齢化が進んでいくことが見込まれる。  

 

          『総人口と期間別人口増減数』柏市の将来人口推計（2018年4月） 
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柏市の高齢化 

・２０３５年には１３人に１人が８５歳以上。  

・２０５０年には６５歳以上人口は34.4％。 

 

            『総人口と期間別人口増減数』柏市の将来人口推計（2018年4月） 

 

人間関係の希薄化 

・地域社会も人口減少・高齢化。  

・住民同士の関係性が希薄な地域では，地域課題への対応が脆弱。   

・柏市では，町会加入世帯数は微増で推移しているものの，町会加入率は年々  

 減少傾向。 
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地域社会の教育力の低下  

・平成１７年度に文部科学省が実施した「地域の教育力に関する実態調査」では，  

実際に子育てに携わっている保護者の 55.6 パーセントが，自分の子ども時代と比較

して，「以前と比べて低下している」と回答。地域の教育力の低下について認識が

高い点が見られる。 

地域の教育力は自身の子ども時代と比べどのような状態にあると思うか。

 

地域の教育力が低下している原因  

・経済社会の変化，人間関係や地縁的なつながりの希薄化などが要因として考えら    

れています。
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３ 資料② 子どもたちが抱える課題の状況 

主体的な学び・対話的な学び・深い学び 

 

 

日本の若者・生徒の自己肯定感 
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子どもの自然体験の減少 
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子どもの貧困 

・Ｈ２７年の子どもの貧困率（１７歳以下）は 13.9％    

                                       

 

     

              出典：文部科学省「平成 26 年度就学援助実施状況等調査」等結果  

 

出典：Ｈ２８年国民生活基礎調査  
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出典： OECD 国際教員指導環境調査（TALLS) 

３ 資料③ 学校現場が抱える課題の状況 

課題の複雑化・困難化 

 

 

教員の負担 
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４ 平成３０年度社会教育委員会議について 

 

(1) 平成３０年度の開催予定 
 

 

日時等 議題等（予定） 

平成３０年度 

第１回 

 ７月３日（火） 

・平成３０年度生涯学習部各課・館主要事務事業  

概要について 

・前年度会議の振り返り 

・答申案骨子の検討 

・柏市らしい「地域と学校の連携・協働活動」のあり方

について 

第２回 

 11 月６日（火） 

・地域と学校の連携にむけた推進について 

・答申案の検討 

 

第３回 

 ２月 

・答申 

・平成３１年度社会教育団体への補助金交付について 

 

 


